
No. 銘柄名 規格単位 会社名 成分名 承認区分 算定薬価 算定方式 補正加算等 ページ

1 バイアグラ錠25mg
バイアグラ錠50mg
バイアグラODフィルム25mg
バイアグラODフィルム50mg

25mg1錠
50mg1錠
25mg1枚
50mg1枚

ヴィアトリス製薬(株) シルデナフィルクエン酸塩 新有効成分含有医
薬品

959.60円
1,380.00円
991.60円
1,424.10円

原価計算方式 有用性加算（Ⅱ）A=5％

内259

その他の泌尿生殖器官及び肛門用薬
（勃起不全（満足な性行為を行うに十
分な勃起とその維持が出来ない患
者））

2

2 シアリス錠5mg
シアリス錠10mg
シアリス錠20mg

5mg1錠
10mg1錠
20mg1錠

日本新薬(株) タダラフィル 新有効成分含有医
薬品

1,343.80円
1,454.60円
1,529.90円

原価計算方式 有用性加算（Ⅱ）A=5％

内259

その他の泌尿生殖器官及び肛門用薬
（勃起不全（満足な性行為を行うに十
分な勃起とその維持が出来ない患
者））

4

3 レコベル皮下注12µgペン
レコベル皮下注36µgペン
レコベル皮下注72µgペン

12µg0.36mL1筒
36µg1.08mL1筒
72µg2.16mL1筒

フェリング・ファーマ(株) ホリトロピン　デルタ（遺伝
子組換え）

新有効成分含有医
薬品

15,103円
36,394円
63,390円

類似薬効比較方式（Ⅰ） －

注241
脳下垂体ホルモン剤（生殖補助医療に
おける調節卵巣刺激）

6

4 ガニレスト皮下注0.25㎎シリンジ 0.25mg0.5mL1筒 オルガノン(株) ガニレリクス酢酸塩 新有効成分含有医
薬品

9,085円 類似薬効比較方式（Ⅰ） 有用性加算（Ⅱ）A=5％
新薬創出等加算

注249
その他のホルモン剤（抗ホルモン剤を
含む。）（調節卵巣刺激下における早発
排卵の防止）

8

5 セトロタイド注射用0.25mg 0.25mg1瓶 日本化薬(株) セトロレリクス酢酸塩 新有効成分含有医
薬品

9,241円 類似薬効比較方式（Ⅰ） 有用性加算（Ⅱ）A=5％
新薬創出等加算

注249
その他のホルモン剤（抗ホルモン剤を
含む。）（調節卵巣刺激下における早発
排卵の防止）

10

6 ルテウム腟用坐剤400mg 400mg1個 あすか製薬(株) プロゲステロン 新投与経路医薬品 553.10円 類似薬効比較方式（Ⅰ） 有用性加算（Ⅱ）A=5％
新薬創出等加算

外247
卵胞ホルモン及び黄体ホルモン剤（生
殖補助医療における黄体補充）

12

7 ウトロゲスタン腟用カプセル200mg 200mg1カプセル 富士製薬工業(株) プロゲステロン 新投与経路医薬品 368.80円 類似薬効比較方式（Ⅰ） 有用性加算（Ⅱ）A=5％
新薬創出等加算

外247
卵胞ホルモン及び黄体ホルモン剤（生
殖補助医療における黄体補充）

14

8 ルティナス腟錠100mg 100mg1錠 フェリング・ファーマ(株) プロゲステロン 新投与経路医薬品 368.80円 類似薬効比較方式（Ⅰ） 有用性加算（Ⅱ）A=5％
新薬創出等加算

外247
卵胞ホルモン及び黄体ホルモン剤（生
殖補助医療における黄体補充）

16

9 ワンクリノン腟用ゲル90mg 90mg1アプリケータ メルクバイオファーマ(株) プロゲステロン 新投与経路医薬品 1,106.40円 類似薬効比較方式（Ⅰ） 有用性加算（Ⅱ）A=5％
新薬創出等加算

外247
卵胞ホルモン及び黄体ホルモン剤（生
殖補助医療における黄体補充）

18

品目数 成分数
内用薬 7 2
注射薬 5 3
外用薬 4 1
計 16 6

薬効分類

新医薬品一覧表（令和４年４月１日収載予定）
中医協 総－１－１

４ ． ２ ． ２
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新医薬品の薬価算定について 
整理番号 ２２－０４－内－１  

薬 効 分 類 ２５９ その他の泌尿生殖器官及び肛門用薬（内用薬） 

成 分 名 シルデナフィルクエン酸塩 

新薬収載希望者 ヴィアトリス製薬（株） 

販 売 名 

（規格単位） 

バイアグラ錠２５ｍｇ（２５ｍｇ１錠） 

バイアグラ錠５０ｍｇ（５０ｍｇ１錠） 

バイアグラＯＤフィルム２５ｍｇ（２５ｍｇ１枚） 

バイアグラＯＤフィルム５０ｍｇ（５０ｍｇ１枚） 

効 能 ・ 効 果 
勃起不全（満足な性行為を行うに十分な勃起とその維持が出来ない患者）※ 
※保険適用の対象として想定されるのは、勃起不全による男性不妊のみ 

主な用法・用量 通常、成人には１日１回シルデナフィルとして２５ｍｇ～５０ｍｇを性行為の

約１時間前に経口投与する。 

算

定 

算 定 方 式 原価計算方式 

原

価

計

算 

規格 ２５ｍｇ１錠 ５０ｍｇ１錠 ２５ｍｇ１枚 ５０ｍｇ１枚 

製品総原価 ６４９．３９円 ９３３．９３円 ６７１．０４円 ９６３．７１円 

営 業 利 益 
１１９．１２円 

（流通経費を除く価格の 
１５．５％） 

１７１．３１円 
（流通経費を除く価格の 

１５．５％） 
１２３．０９円 

（流通経費を除く価格の 
１５．５％） 

１７６．７８円 
（流通経費を除く価格の 

１５．５％） 

流 通 経 費 
６２．３１円 

（消費税を除く価格の 

７．５％） 
８９．６１円 

（消費税を除く価格の 

７．５％） 

６４．３９円 
（消費税を除く価格の 

７．５％） 

９２．４７円 
（消費税を除く価格の 

７．５％） 

出典：「医薬品産業実態調査報告書」（厚生労働省医政局経済課） 
消 費 税 ８３．０８円 １１９．４９円 ８５．８５円 １２３．３０円 

補 正 加 算 

有用性加算（Ⅱ）（Ａ＝５％） 
加算係数 １．０ 
 （加算前）  （加算後） 
２５ｍｇ１錠 

５０ｍｇ１錠 

２５ｍｇ１枚 

５０ｍｇ１枚 

９１３．９０円 
１，３１４．３０円 

９４４．４０円 
１，３５６．３０円 

→ 

→ 

→ 

→ 

９５９．６０円 
１，３８０．００円 

９９１．６０円 
１，４２４．１０円 

 

外国平均価格調整 なし 

算 定 薬 価 
２５ｍｇ１錠   ９５９．６０円 
５０ｍｇ１錠 １，３８０．００円 
２５ｍｇ１枚   ９９１．６０円 
５０ｍｇ１枚 １，４２４．１０円 

外 国 価 格 新薬収載希望者による市場規模予測 

なし 
※本邦では勃起障害を伴う男性不妊症での使用に限定して薬
価収載される予定であり、海外と使用実態が異なることから、
外国平均価格調整の対象外とした 
（参考）  
２５ｍｇ１錠  

英国 4.1 ﾎﾟﾝﾄﾞ ５９８．６円 
独国 12.5 ﾕｰﾛ １，６００．０円 

外国平均価格  １，０９９．３円 

 
５０ｍｇ１錠  
英国 5.3 ﾎﾟﾝﾄﾞ ７７３．８円 

 独国 12.7 ﾕｰﾛ １，６２５．６円 
外国平均価格  １，１９９．７円 

 

予測年度 予測本剤投与患者数 予測販売金額 

(ピーク時)   

１０年度 １．１千人 ０．２億円 
 

最初に承認された国（年月）： 
ブラジル（１９９８年２年） 

 

（注１）為替ﾚｰﾄは令和２年１１月～令和３年１０月の平均 

 

製 造 販 売 承 認 日 平成１１年１月２５日 薬価基準収載予定日 令和４年４月１日 
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薬価算定組織における検討結果のまとめ  
算定方式 原価計算方式 第一回算定組織 令和３年１１月３０日 

原
価
計
算
方
式
を
採
用
す
る
妥
当
性 

 新  薬 類似薬がない根拠 

成分名 シルデナフィルクエン酸塩 本剤と同様の効能・効果を有す
る既収載品はないことから、新
薬算定最類似薬はないと判断し
た。 

イ．効能・効果 
勃起不全（満足な性行為を行うに十分な勃起
とその維持が出来ない患者） 

ロ．薬理作用 ＰＤＥ５阻害作用 

ハ．組成及び 
  化学構造 

 

ニ．投与形態 
  剤形 
  用法 

内用 
錠剤 
１日１回 

補

正

加

算 

画 期 性 加 算 
(７０～１２０％) 該当しない 

有用性加算（Ⅰ） 
(３５～６０％) 該当しない 

有用性加算（Ⅱ） 
(５～３０％) 

該当する（Ａ＝５％） 
〔ハ．治療方法の改善（標準的治療法）: ③－b＝1p〕 

日本生殖医学会作成の「生殖医療ガイドライン」（２０２１年版）において、本剤
を含む「ＰＤＥ５阻害薬」について「勃起障害を伴う男性不妊症に対して有効である」
として推奨されていることを踏まえ、標準的治療に位置づけられると考えられること
から、有用性加算（Ⅱ）（Ａ＝５％）を適用することが適当と判断した。 

市場性加算（Ⅰ） 
(１０～２０％) 該当しない 

市場性加算（Ⅱ） 
(５％) 

該当しない 

小 児 加 算 
(５～２０％) 

該当しない 

先駆け審査指定制度加算 
(１０～２０％) 該当しない 

新薬創出・適応外薬 
解 消 等 促 進 加 算 該当しない 

費用対効果評価への 
該 当 性 該当しない 

当初算定案に対する 
新薬収載希望者の 
不 服 意 見 の 要 点 

 

上 記 不 服 意 見 に 
対 す る 見 解 

 第二回算定組織  令和  年  月  日 

 
 

3



 

新医薬品の薬価算定について 
整理番号 ２２－０４－内－２  

薬 効 分 類 ２５９ その他の泌尿生殖器官及び肛門用薬（内用薬） 

成 分 名 タダラフィル 

新薬収載希望者 日本新薬（株） 

販 売 名 

（規格単位） 

シアリス錠５ｍｇ（５ｍｇ１錠） 

シアリス錠１０ｍｇ（１０ｍｇ１錠） 

シアリス錠２０ｍｇ（２０ｍｇ１錠） 

効 能 ・ 効 果 
勃起不全（満足な性行為を行うに十分な勃起とその維持が出来ない患者）※ 
※保険適用の対象として想定されるのは、勃起不全による男性不妊のみ 

主な用法・用量 
通常、成人には１日１回タダラフィルとして１０ｍｇを性行為の約１時間前に

経口投与する。十分な効果が得られず、忍容性が良好と判断された器質性又は混

合型勃起不全患者に対しては、２０ｍｇに増量することができる。 

算

定 

算 定 方 式 原価計算方式 

原

価

計

算 

規格 ５ｍｇ１錠 １０ｍｇ１錠 ２０ｍｇ１錠 

製品総原価 ９４５．４０円 １，０２３．４０円 １，０７６．４０円 

営 業 利 益 １７３．４０円 
（流通経費を除く価格の１５．５％） 

１８７．７０円 
（流通経費を除く価格の１５．５％） 

１９７．４０円 
（流通経費を除く価格の１５．５％） 

流 通 経 費 
９０．７０円 

（消費税を除く価格の７．５％） 
９８．２０円 

（消費税を除く価格の７．５％） 
１０３．３０円 

（消費税を除く価格の７．５％） 

出典：「医薬品産業実態調査報告書」（厚生労働省医政局経済課） 
消 費 税 １２１．００円 １３０．９０円 １３７．７０円 

補 正 加 算 

有用性加算（Ⅱ）（Ａ＝５％） 
加算係数 ０．２ 
 （加算前）  （加算後） 
５ｍｇ１錠 

１０ｍｇ１錠 

２０ｍｇ１錠 

１，３３０．５０円 
１，４４０．２０円 
１，５１４．８０円 

→ 

→ 

→ 

１，３４３．８０円 
１，４５４．６０円 
１，５２９．９０円 

 

外国平均価格調整 なし 

算 定 薬 価 
５ｍｇ１錠  １，３４３．８０円 

１０ｍｇ１錠  １，４５４．６０円 
２０ｍｇ１錠  １，５２９．９０円 

外 国 価 格 新薬収載希望者による市場規模予測 

なし 
※本邦では勃起障害を伴う男性不妊症での使用に限定して薬
価収載される予定であり、海外と使用実態が異なることから、
外国平均価格調整の対象外とした 
（参考） 
５ｍｇ１錠  
米国(NADAC) （11.4 ﾄﾞﾙ １，２１９．２０円）※ 
英国 2.0 ﾎﾟﾝﾄﾞ ２８６．７０円 
独国 4.6 ﾕｰﾛ ５８５．６０円 

外国平均価格  ４３６．２０円 
 
１０ｍｇ１錠  
英国 7.2 ﾎﾟﾝﾄﾞ １，０５４．１０円 
独国 （22.0 ﾕｰﾛ ２，８１７．６０円）※ 

外国平均価格  １，０５４．１０円 
 

予測年度 予測本剤投与患者数 予測販売金額 

(ピーク時)   

初年度 １．３千人 ０．３億円 
 

２０ｍｇ１錠  
英国 7.2 ﾎﾟﾝﾄﾞ １，０５４．１０円
独国 （22.0 ﾕｰﾛ ２，８１７．６０円）※

外国平均価格  １，０５４．１０円 
 

最初に承認された国（年月）： 
豪州（２００２年１０月） 

（注１）為替ﾚｰﾄは令和２年１１月～令和３年１０月の平均 

（注２）外国の価格に大きな開きがあるので、調整した外国
平均価格を用いている（※は最低価格の２．５倍を上回
るため対象から除いた） 

製 造 販 売 承 認 日 平成１９年７月３１日 薬価基準収載予定日 令和４年４月１日 
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薬価算定組織における検討結果のまとめ  
算定方式 原価計算方式 第一回算定組織 令和３年１１月３０日 

原
価
計
算
方
式
を
採
用
す
る
妥
当
性 

 新  薬 類似薬がない根拠 

成分名 タダラフィル 本剤と同様の効能・効果を有す
る既収載品はないことから、新
薬算定最類似薬はないと判断し
た。 

イ．効能・効果 
勃起不全（満足な性行為を行うに十分な勃起
とその維持が出来ない患者） 

ロ．薬理作用 ＰＤＥ５阻害作用 

ハ．組成及び 
  化学構造 

 

ニ．投与形態 
  剤形 
  用法 

内用 
錠剤 
１日１回 

補

正

加

算 

画 期 性 加 算 
(７０～１２０％) 該当しない 

有用性加算（Ⅰ） 
(３５～６０％) 該当しない 

有用性加算（Ⅱ） 
(５～３０％) 

該当する（Ａ＝５％） 
〔ハ．治療方法の改善（標準的治療法）: ③－b＝1p〕 

日本生殖医学会作成の「生殖医療ガイドライン」（２０２１年版）において、本剤
を含む「ＰＤＥ５阻害薬」について「勃起障害を伴う男性不妊症に対して有効である」
として推奨されていることを踏まえ、標準的治療に位置づけられると考えられること
から、有用性加算（Ⅱ）（Ａ＝５％）を適用することが適当と判断した。 

市場性加算（Ⅰ） 
(１０～２０％) 該当しない 

市場性加算（Ⅱ） 
(５％) 

該当しない 

小 児 加 算 
(５～２０％) 

該当しない 

先駆け審査指定制度加算 
(１０～２０％) 該当しない 

新薬創出・適応外薬 
解 消 等 促 進 加 算 該当しない 

費用対効果評価への 
該 当 性 該当しない 

当初算定案に対する 
新薬収載希望者の 
不 服 意 見 の 要 点 

 

上 記 不 服 意 見 に 
対 す る 見 解 

 第二回算定組織  令和  年  月  日 
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新医薬品の薬価算定について 
整理番号 ２２－０４－注－１  

薬 効 分 類 ２４１ 脳下垂体ホルモン剤（注射薬） 

成 分 名 ホリトロピン デルタ（遺伝子組換え） 

新薬収載希望者 フェリング・ファーマ（株） 

販 売 名 

（規格単位） 

レコベル皮下注１２μｇペン（１２μｇ０．３６ｍＬ１筒） 

レコベル皮下注３６μｇペン（３６μｇ１．０８ｍＬ１筒） 

レコベル皮下注７２μｇペン（７２μｇ２．１６ｍＬ１筒） 

効 能 ・ 効 果 生殖補助医療における調節卵巣刺激  

主な用法・用量 

通常、ホリトロピン デルタ（遺伝子組換え）として、投与開始前の血清抗ミュラー管ホルモン

（AMH）値及び体重に基づき、下表に従い算出した投与量を、月経周期２日目又は３日目から１

日１回皮下投与し、卵胞が十分に発育するまで継続する。なお、下表に従い算出した投与量が

６μｇを下回る場合は６μｇを、１２μｇを上回る場合は１２μｇを、１日あたりの投与量と

する。 
 

血清 AMH 値 

（pmol/L） 
＜15 

15～

16 
17 18 

19～

20 

21～

22 

23～

24 

25～

27 

28～

32 

33～

39 
≧40 

1 日あたり

の投与量 

12 0.19 0.18 0.17 0.16 0.15 0.14 0.13 0.12 0.11 0.10 

㎍ ㎍/kg（体重） 

算

定 

算 定 方 式 類似薬効比較方式（Ⅰ） 

比 較 薬 

成分名：ホリトロピン アルファ（遺伝子組換え） 

会社名：メルクバイオファーマ（株） 

販売名（規格単位） 

ゴナールエフ皮下注ペン９００ 

（９００国際単位１．５ｍＬ１筒） 

薬価（１日薬価） 

４２，２５９円 

（１０，５６５円） 

規 格 間 比 ゴナールエフ皮下注ペン９００と同４５０の 

規格間比：０．８００５６ 

補 正 加 算 なし 

外 国 平 均 

価 格 調 整 なし 

算 定 薬 価 

１２μｇ０．３６ｍＬ１筒  １５，１０３円※ 

３６μｇ１．０８ｍＬ１筒  ３６，３９４円※ 

７２μｇ２．１６ｍＬ１筒  ６３，３９０円※（１日薬価：１０，５６５円） 

※現行薬価をもとに算定した薬価。薬価収載時には、令和４年度改定を受けた比較薬の薬価を

用いて算定される。 
外 国 価 格 新薬収載希望者による市場規模予測 

１２μｇ０．３６ｍＬ１筒  

英国 118.31 ﾎﾟﾝﾄﾞ １７，１５５円 
独国 143.16 ﾕｰﾛ １８，３２４円 

外国平均価格   １７，７４０円 

 
３６μｇ１．０８ｍＬ１筒  

英国 354.94 ﾎﾟﾝﾄﾞ ５１，４６６円 
独国 407.41 ﾕｰﾛ ５２，１４８円 

外国平均価格   ５１，８０７円 
（注１）為替ﾚｰﾄは令和２年１０月～令和３年９月の平均 

予測年度 予測本剤投与患者数 予測販売金額 

(ピーク時)   

６年度 ２．４万人 ３１億円 
 

７２μｇ２．１６ｍＬ１筒  

英国 709.89 ﾎﾟﾝﾄﾞ １０２，９３４円 
独国 803.76 ﾕｰﾛ １０２，８８１円 

外国平均価格   １０２，９０８円 

 
最初に承認された国（年月）： 

欧州（２０１６年１２月） 
 

製 造 販 売 承 認 日 令和３年３月２３日 薬価基準収載予定日 令和４年４月１日 
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薬価算定組織における検討結果のまとめ  
算定方式 類似薬効比較方式（Ⅰ） 第一回算定組織 令和３年１１月２日 

最
類
似
薬
選
定
の
妥
当
性 

 新  薬 最類似薬 

成分名 ホリトロピン デルタ（遺伝子組換え） ホリトロピン アルファ（遺伝子組換え） 

イ．効能・効果 生殖補助医療における調節卵巣刺激 

・生殖補助医療における調節卵巣刺激 
・視床下部－下垂体機能障害又は多囊
胞性卵巣症候群に伴う無排卵及び希
発排卵における排卵誘発 

・低ゴナドトロピン性男子性腺機能低
下症における精子形成の誘導 

ロ．薬理作用 卵胞刺激ホルモン作用 左に同じ 

ハ．組成及び 
  化学構造 分子量約３４，０００の糖タンパク質 分子量約３１，０００の糖タンパク質 

ニ．投与形態 
  剤形 
  用法 

注射 
注射剤（キット製品） 
１日１回 

左に同じ 
左に同じ 
左に同じ 

補

正

加

算 

画 期 性 加 算 
(７０～１２０％) 該当しない 

有用性加算（Ⅰ） 
(３５～６０％) 

該当しない 

有用性加算（Ⅱ） 
(５～３０％) 

該当しない 

市場性加算（Ⅰ） 
(１０～２０％) 該当しない 

市場性加算（Ⅱ） 
(５％) 該当しない 

小 児 加 算 
(５～２０％) 該当しない 

先駆け審査指定制度加算 
(１０～２０％) 該当しない 

新薬創出・適応外薬 
解 消 等 促 進 加 算 該当しない 

費用対効果評価への 
該 当 性 

該当しない 

当初算定案に対する 
新薬収載希望者の 
不 服 意 見 の 要 点 

 

上 記 不 服 意 見 に 
対 す る 見 解 

 第二回算定組織  令和  年  月  日 
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新医薬品の薬価算定について 
整理番号 ２２－０４－注－２  

薬 効 分 類 ２４９ その他のホルモン剤（抗ホルモン剤を含む。）（注射薬） 

成 分 名 ガニレリクス酢酸塩 

新薬収載希望者 オルガノン（株） 

販 売 名 

（規格単位）  
ガニレスト皮下注０．２５ｍｇシリンジ（０．２５ｍｇ０．５ｍＬ１筒） 

効 能 ・ 効 果 調節卵巣刺激下における早発排卵の防止 

主な用法・用量 原則として卵胞刺激ホルモン製剤投与の６日目から開始し、ガニレリクスとして

０．２５ｍｇを１日１回皮下に連日投与する。 

算

定 

算 定 方 式 類似薬効比較方式（Ⅰ） 

比 較 薬 

成分名：レルゴリクス 

会社名：あすか製薬（株） 

販売名（規格単位） 

レルミナ錠４０ｍｇ 

（４０ｍｇ１錠） 

薬価（１日薬価） 

９１１．５０円 

（９１１．５０円） 

剤 形 間 比 類似薬に適当な剤型間比がない：１ 

補 正 加 算 

有用性加算（Ⅱ）（Ａ＝５％） 
 （加算前）  （加算後） 
０．２５ｍｇ０．５ｍＬ１筒 ８，６５２円 → ９，０８５円 

 

外 国 平 均 

価 格 調 整 なし 

算 定 薬 価 
０．２５ｍｇ０．５ｍＬ１筒  ９，０８５円※（１日薬価：９５７円） 
※現行薬価をもとに算定した薬価。薬価収載時には、令和４年度改定を受けた比較薬の薬価を用

いて算定される。 

外 国 価 格 新薬収載希望者による市場規模予測 
なし 
※独国においては不妊治療の医療保険での扱いが異なること

から、外国平均価格調整の対象外とした。 
（参考） 
０．２５ｍｇ０．５ｍＬ１筒  

独国 48.73 ﾕｰﾛ ６，２３７円 
外国平均価格   ６，２３７円 

 
最初に承認された国（年月）： 

米国（１９９９年７月） 

 
（注１）為替ﾚｰﾄは令和２年１０月～令和３年９月の平均 

 

予測年度 予測本剤投与患者数 予測販売金額 

(ピーク時)   

初年度 １．８万人 ８．０億円 
 

 

製 造 販 売 承 認 日 平成２０年７月１６日 薬価基準収載予定日 令和４年４月１日 
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薬価算定組織における検討結果のまとめ  
算定方式 類似薬効比較方式（Ⅰ） 第一回算定組織 令和３年１１月２日 

最
類
似
薬
選
定
の
妥
当
性 

 新  薬 最類似薬 

成分名 ガニレリクス酢酸塩 レルゴリクス 

イ．効能・効果 
調節卵巣刺激下における早発排卵の防
止 

・子宮筋腫に基づく下記諸症状の改善 
過多月経、下腹痛、腰痛、貧血 

・子宮内膜症に基づく疼痛の改善（令和

３年１２月２４日効能等追加承認） 

ロ．薬理作用 ＧｎＲＨ受容体拮抗作用 左に同じ 

ハ．組成及び 
  化学構造 

 
 

 

ニ．投与形態 
  剤形 
  用法 

注射 
注射剤（キット製品） 
１日１回 

内用 
錠剤 
１日１回 

補

正

加

算 

画 期 性 加 算 
(７０～１２０％) 該当しない 

有用性加算（Ⅰ） 
(３５～６０％) 該当しない 

有用性加算（Ⅱ） 
(５～３０％) 

該当する（Ａ＝５％） 
［ハ．治療方法の改善（標準的治療法）：③-b = 1p］ 

本剤は日本生殖医学会作成の「生殖医療ガイドライン」（２０２１年版）において、
本剤を含むＧｎＲＨアンタゴニストを用いて調節卵巣刺激を行うことが推奨されて
いることを踏まえ、標準的治療に位置づけられると考えられることから、有用性加算
（Ⅱ）（Ａ＝５％）を適用することが適当と判断した。 

市場性加算（Ⅰ） 
(１０～２０％) 該当しない 

市場性加算（Ⅱ） 
(５％) 該当しない 

小 児 加 算 
(５～２０％) 該当しない 

先駆け審査指定制度加算 
(１０～２０％) 該当しない 

新薬創出・適応外薬 
解 消 等 促 進 加 算 

該当する（主な理由：加算適用） 

費用対効果評価への 
該 当 性 該当しない 

当初算定案に対する 
新薬収載希望者の 
不 服 意 見 の 要 点 

 

上 記 不 服 意 見 に 
対 す る 見 解 

 第二回算定組織  令和  年  月  日 
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新医薬品の薬価算定について 
整理番号 ２２－０４－注－３  

薬 効 分 類 ２４９ その他のホルモン剤（抗ホルモン剤を含む。）（注射薬） 

成 分 名 セトロレリクス酢酸塩 

新薬収載希望者 日本化薬（株） 

販 売 名 

（規格単位） 
セトロタイド注射用０．２５ｍｇ（０．２５ｍｇ１瓶） 

効 能 ・ 効 果 調節卵巣刺激下における早発排卵の防止 

主な用法・用量 卵巣刺激開始６日目から排卵誘発当日まで、セトロレリクスとして０．２５ｍｇ

を１日１回腹部皮下に連日投与する。 

算

定 

算 定 方 式 類似薬効比較方式（Ⅰ） 

比 較 薬 

成分名：レルゴリクス 

会社名：あすか製薬（株） 

販売名（規格単位） 

レルミナ錠４０ｍｇ 

（４０ｍｇ１錠） 

薬価（１日薬価） 

９１１．５０円 

（９１１．５０円） 

剤 形 間 比 類似薬に適当な剤型間比がない：１ 

補 正 加 算 

有用性加算（Ⅱ）（Ａ＝５％） 
 （加算前）  （加算後） 
０．２５ｍｇ１瓶 ８，８０１円 → ９，２４１円 

 

外 国 平 均 

価 格 調 整 なし 

算 定 薬 価 
０．２５ｍｇ１瓶  ９，２４１円※（１日薬価：９５７円） 
※現行薬価をもとに算定した薬価。薬価収載時には、令和４年度改定を受けた比較薬の薬価を用

いて算定される。 
外 国 価 格 新薬収載希望者による市場規模予測 

なし 
※英国、独国、仏国においては不妊治療の医療保険での扱いが

異なることから、外国平均価格調整の対象外とした。 
（参考） 
０．２５ｍｇ１瓶  

英国 27.13 ﾎﾟﾝﾄﾞ ３，９３４円 
独国 54.74 ﾕｰﾛ ７，００７円 
仏国 42.93 ﾕｰﾛ ５，４９５円 

外国平均価格   ５，４７９円 

 
最初に承認された国（年月）： 

欧州（１９９９年４月） 

 
（注１）為替ﾚｰﾄは令和２年１０月～令和３年９月の平均 

 

予測年度 予測本剤投与患者数 予測販売金額 

(ピーク時)   

初年度 ２．１万人 ９．２億円 
 

 

製 造 販 売 承 認 日 平成１８年４月２０日 薬価基準収載予定日 令和４年４月１日 
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薬価算定組織における検討結果のまとめ  
算定方式 類似薬効比較方式（Ⅰ） 第一回算定組織 令和３年１１月２日 

最
類
似
薬
選
定
の
妥
当
性 

 新  薬 最類似薬 

成分名 セトロレリクス酢酸塩 レルゴリクス 

イ．効能・効果 
調節卵巣刺激下における早発排卵の防
止 

・子宮筋腫に基づく下記諸症状の改善 
過多月経、下腹痛、腰痛、貧血 

・子宮内膜症に基づく疼痛の改善（令和

３年１２月２４日効能等追加承認） 

ロ．薬理作用 ＧｎＲＨ受容体拮抗作用 左に同じ 

ハ．組成及び 
  化学構造 

 
 

 

ニ．投与形態 
  剤形 
  用法 

注射 
注射剤 
１日１回 

内用 
錠剤 
１日１回 

補

正

加

算 

画 期 性 加 算 
(７０～１２０％) 該当しない 

有用性加算（Ⅰ） 
(３５～６０％) 該当しない 

有用性加算（Ⅱ） 
(５～３０％) 

該当する（Ａ＝５％） 
［ハ．治療方法の改善（標準的治療法）：③-b = 1p］ 

本剤は日本生殖医学会作成の「生殖医療ガイドライン」（２０２１年版）において、
本剤を含むＧｎＲＨアンタゴニストを用いて調節卵巣刺激を行うことが推奨されて
いることを踏まえ、標準的治療に位置づけられると考えられることから、有用性加算
（Ⅱ）（Ａ＝５％）を適用することが適当と判断した。 

市場性加算（Ⅰ） 
(１０～２０％) 該当しない 

市場性加算（Ⅱ） 
(５％) 該当しない 

小 児 加 算 
(５～２０％) 該当しない 

先駆け審査指定制度加算 
(１０～２０％) 該当しない 

新薬創出・適応外薬 
解 消 等 促 進 加 算 

該当する（主な理由：加算適用） 

費用対効果評価への 
該 当 性 該当しない 

当初算定案に対する 
新薬収載希望者の 
不 服 意 見 の 要 点 

 

上 記 不 服 意 見 に 
対 す る 見 解 

 第二回算定組織  令和  年  月  日 
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新医薬品の薬価算定について 
整理番号 ２２－０４－外－１  

薬 効 分 類 ２４７ 卵胞ホルモン及び黄体ホルモン剤（外用薬） 

成 分 名 プロゲステロン 

新薬収載希望者 あすか製薬（株） 

販 売 名 

（規格単位） 
ルテウム腟用坐剤４００ｍｇ（４００ｍｇ１個） 

効 能 ・ 効 果 生殖補助医療における黄体補充 

主な用法・用量 
プロゲステロンとして１回４００ ｍｇを１日２回、採卵日（又はホルモン補充

周期下での凍結胚移植ではエストロゲン投与により子宮内膜が十分な厚さになっ

た時点）から最長１０週間（又は妊娠１２週まで）腟内に投与する。 

算

定 

算 定 方 式 類似薬効比較方式（Ⅰ） 

比 較 薬 

成分名：プロゲステロン 

会社名：持田製薬（株） 

販売名（規格単位） 

プロゲホルモン筋注用２５ｍｇ 

（２５ｍｇ１管） 

薬価（１日薬価） 

１４７円 

（２９４円） 

剤 形 間 比 ソルコセリル注２ｍＬとソルコセリル膣坐薬の剤形間比：３．５８４０ 

補 正 加 算 

有用性加算（Ⅱ）（Ａ＝５％） 
 （加算前）  （加算後） 
４００ｍｇ１個 ５２６．８０円 → ５５３．１０円 

 

外 国 平 均 

価 格 調 整 なし 

算 定 薬 価 
４００ｍｇ１個  ５５３．１０円※（１日薬価：１，１０６．２０円） 
※現行薬価をもとに算定した薬価。薬価収載時には、令和４年度改定を受けた比較薬の薬価を用

いて算定される。 
外 国 価 格 新薬収載希望者による市場規模予測 

なし 
※独国においては不妊治療の医療保険での扱いが異なること

から、外国平均価格調整の対象外とした。 
（参考） 
４００ｍｇ１個  

独国 1.66 ﾕｰﾛ ２１３．１０円 

外国平均価格   ２１３．１０円 

 
 
最初に承認された国（年月）： 

英国（１９７７年２月） 

 
（注１）為替ﾚｰﾄは令和２年１０月～令和３年９月の平均 

予測年度 予測本剤投与患者数 予測販売金額 

(ピーク時)   

１０年度 ２．４万人 １５億円 
 

 

製 造 販 売 承 認 日 平成２８年３月２８日 薬価基準収載予定日 令和４年４月１日 
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薬価算定組織における検討結果のまとめ  
算定方式 類似薬効比較方式（Ⅰ） 第一回算定組織 令和３年１１月２日 

最
類
似
薬
選
定
の
妥
当
性 

 新  薬 最類似薬 

成分名 プロゲステロン 左に同じ 

イ．効能・効果 生殖補助医療における黄体補充 
無月経、月経困難症、機能性子宮出血、
黄体機能不全による不妊症、切迫流早
産、習慣性流早産 

ロ．薬理作用 黄体ホルモン作用 左に同じ 

ハ．組成及び 
  化学構造 

 
 

左に同じ 

ニ．投与形態 
  剤形 
  用法 

外用 
腟剤 
１日２回 

注射 
注射剤 
１日１～２回 

補

正

加

算 

画 期 性 加 算 
(７０～１２０％) 該当しない 

有用性加算（Ⅰ） 
(３５～６０％) 

該当しない 

有用性加算（Ⅱ） 
(５～３０％) 

該当する（Ａ＝５％） 
［ハ．治療方法の改善（標準的治療法）：③-b = 1p］ 

本剤は日本生殖医学会作成の「生殖医療ガイドライン」（２０２１年版）において、
プロゲステロン製剤を用いた黄体補充が不妊治療に有効であり、経腟剤の投与が推奨
されていることを踏まえ、標準的治療に位置づけられると考えられることから、有用
性加算（Ⅱ）（Ａ＝５％）を適用することが適当と判断した。 

市場性加算（Ⅰ） 
(１０～２０％) 該当しない 

市場性加算（Ⅱ） 
(５％) 

該当しない 

小 児 加 算 
(５～２０％) 

該当しない 

先駆け審査指定制度加算 
(１０～２０％) 該当しない 

新薬創出・適応外薬 
解 消 等 促 進 加 算 

該当する（主な理由：加算適用） 

費用対効果評価への 
該 当 性 

該当しない 

当初算定案に対する 
新薬収載希望者の 
不 服 意 見 の 要 点 

 

上 記 不 服 意 見 に 
対 す る 見 解 

 第二回算定組織  令和  年  月  日 
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新医薬品の薬価算定について 
整理番号 ２２－０４－外－２  

薬 効 分 類 ２４７ 卵胞ホルモン及び黄体ホルモン剤（外用薬） 

成 分 名 プロゲステロン 

新薬収載希望者 富士製薬工業（株） 

販 売 名 

（規格単位） 
ウトロゲスタン腟用カプセル２００ｍｇ（２００ｍｇ１カプセル） 

効 能 ・ 効 果 生殖補助医療における黄体補充 

主な用法・用量 
プロゲステロンとして １回２００ｍｇを１日３回、胚移植２～７日前より経腟

投与する。妊娠が確認できた場合は、胚移植後９週（妊娠１１週）まで投与を継

続する。 

算

定 

算 定 方 式 類似薬効比較方式（Ⅰ） 

比 較 薬 

成分名：プロゲステロン 

会社名：持田製薬（株） 

販売名（規格単位） 

プロゲホルモン筋注用２５ｍｇ 

（２５ｍｇ１管） 

薬価（１日薬価） 

１４７円 

（２９４円） 

剤 形 間 比 ソルコセリル注２ｍＬとソルコセリル膣坐薬の剤形間比：３．５８４０ 

補 正 加 算 

有用性加算（Ⅱ）（Ａ＝５％） 
 （加算前）  （加算後） 
２００ｍｇ１カプセル ３５１．２０円 → ３６８．８０円 

 

外 国 平 均 

価 格 調 整 なし 

算 定 薬 価 
２００ｍｇ１カプセル  ３６８．８０円※（１日薬価：１，１０６．４０円） 
※現行薬価をもとに算定した薬価。薬価収載時には、令和４年度改定を受けた比較薬の薬価を用

いて算定される。 
外 国 価 格 新薬収載希望者による市場規模予測 

なし 
※英国、独国、仏国においては不妊治療の医療保険での扱いが

異なることから、外国平均価格調整の対象外とした。 
（参考） 
２００ｍｇ１カプセル  

英国 1.00 ﾎﾟﾝﾄﾞ １４５．００円 
独国 （1.40 ﾕｰﾛ １７９．２０円）※ 
仏国 0.43 ﾕｰﾛ ５５．００円 

外国平均価格   １００．００円 

 
最初に承認された国（年月）： 

フランス（１９９９年４月） 

 
（注１）為替ﾚｰﾄは令和２年１０月～令和３年９月の平均 

（注２）外国の価格に大きな開きがあるので、調整した外国平均価格

を用いている（※は最低価格の２．５倍を上回るため対象から

除いた） 

予測年度 予測本剤投与患者数 予測販売金額 

(ピーク時)   

１０年度 １．８万人 １１億円 
 

 

製 造 販 売 承 認 日 平成２８年１月２２日 薬価基準収載予定日 令和４年４月１日 
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薬価算定組織における検討結果のまとめ  
算定方式 類似薬効比較方式（Ⅰ） 第一回算定組織 令和３年１１月２日 

最
類
似
薬
選
定
の
妥
当
性 

 新  薬 最類似薬 

成分名 プロゲステロン 左に同じ 

イ．効能・効果 生殖補助医療における黄体補充 
無月経、月経困難症、機能性子宮出血、
黄体機能不全による不妊症、切迫流早
産、習慣性流早産 

ロ．薬理作用 黄体ホルモン作用 左に同じ 

ハ．組成及び 
  化学構造 

 
 

左に同じ 

ニ．投与形態 
  剤形 
  用法 

外用 
腟剤 
１日３回 

注射 
注射剤 
１日１～２回 

補

正

加

算 

画 期 性 加 算 
(７０～１２０％) 該当しない 

有用性加算（Ⅰ） 
(３５～６０％) 

該当しない 

有用性加算（Ⅱ） 
(５～３０％) 

該当する（Ａ＝５％） 
［ハ．治療方法の改善（標準的治療法）：③-b = 1p］ 

本剤は日本生殖医学会作成の「生殖医療ガイドライン」（２０２１年版）において、
プロゲステロン製剤を用いた黄体補充が不妊治療に有効であり、経腟剤の投与が推奨
されていることを踏まえ、標準的治療に位置づけられると考えられることから、有用
性加算（Ⅱ）（Ａ＝５％）を適用することが適当と判断した。 

市場性加算（Ⅰ） 
(１０～２０％) 該当しない 

市場性加算（Ⅱ） 
(５％) 

該当しない 

小 児 加 算 
(５～２０％) 

該当しない 

先駆け審査指定制度加算 
(１０～２０％) 

該当しない 

新薬創出・適応外薬 
解 消 等 促 進 加 算 該当する（主な理由：厚生労働省が開発を公募） 

費用対効果評価への 
該 当 性 

該当しない 

当初算定案に対する 
新薬収載希望者の 
不 服 意 見 の 要 点 

 

上 記 不 服 意 見 に 
対 す る 見 解 

 第二回算定組織  令和  年  月  日 
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新医薬品の薬価算定について 
整理番号 ２２－０４－外－３  

薬 効 分 類 ２４７ 卵胞ホルモン及び黄体ホルモン剤（外用薬） 

成 分 名 プロゲステロン 

新薬収載希望者 フェリング・ファーマ（株） 

販 売 名 

（規格単位） 
ルティナス腟錠１００ｍｇ（１００ｍｇ１錠） 

効 能 ・ 効 果 生殖補助医療における黄体補充 

主な用法・用量 
プロゲステロンとして１回１００ｍｇを１日２回又は３回、採卵日（又はホルモ

ン補充周期下での凍結胚移植ではエストロゲン投与により子宮内膜が十分な厚さ

になった時点）から最長１０週間（又は妊娠１２週まで）腟内に投与する。 

算

定 

算 定 方 式 類似薬効比較方式（Ⅰ） 

比 較 薬 

成分名：プロゲステロン 

会社名：持田製薬（株） 

販売名（規格単位） 

プロゲホルモン筋注用２５ｍｇ 

（２５ｍｇ１管） 

薬価（１日薬価） 

１４７円 

（２９４円） 

剤 形 間 比 ソルコセリル注２ｍＬとソルコセリル膣坐薬の剤形間比：３．５８４０ 

補 正 加 算 

有用性加算（Ⅱ）（Ａ＝５％） 
 （加算前）  （加算後） 
１００ｍｇ１錠 ３５１．２０円 → ３６８．８０円 

 

外 国 平 均 

価 格 調 整 なし 

算 定 薬 価 
１００ｍｇ１錠  ３６８．８０円※（１日薬価：１，１０６．４０円） 
※現行薬価をもとに算定した薬価。薬価収載時には、令和４年度改定を受けた比較薬の薬価を用

いて算定される。 
外 国 価 格 新薬収載希望者による市場規模予測 

なし 
※米国、英国、独国においては不妊治療の医療保険での扱いが

異なることから、外国平均価格調整の対象外とした。 
 
（参考） 
１００ｍｇ１錠  

米国(NADAC) 12.42 ﾄﾞﾙ １，３２９．２０円※ 
英国 0.93 ﾎﾟﾝﾄﾞ １３４．９０円 
独国 2.25 ﾕｰﾛ ２２８．００円 

外国平均価格   ２１１．５０円 

 
（注１）為替ﾚｰﾄは令和２年１０月～令和３年９月の平均 

（注２）外国の価格に大きな開きがあるので、調整した外国平均価

格を用いている（※は最低価格の２．５倍を上回るため対象か

ら除いた） 

予測年度 予測本剤投与患者数 予測販売金額 

(ピーク時)   

１０年度 ５．９万人 ２６億円 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最初に承認された国（年月）： 

米国（２００７年６月） 
 

製 造 販 売 承 認 日 平成２６年９月２６日 薬価基準収載予定日 令和４年４月１日 
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薬価算定組織における検討結果のまとめ  
算定方式 類似薬効比較方式（Ⅰ） 第一回算定組織 令和３年１１月２日 

最
類
似
薬
選
定
の
妥
当
性 

 新  薬 最類似薬 

成分名 プロゲステロン 左に同じ 

イ．効能・効果 生殖補助医療における黄体補充 
無月経、月経困難症、機能性子宮出血、
黄体機能不全による不妊症、切迫流早
産、習慣性流早産 

ロ．薬理作用 黄体ホルモン作用 左に同じ 

ハ．組成及び 
  化学構造 

 
 

左に同じ 

ニ．投与形態 
  剤形 
  用法 

外用 
腟剤 
１日３回 

注射 
注射剤 
１日１～２回 

補

正

加

算 

画 期 性 加 算 
(７０～１２０％) 該当しない 

有用性加算（Ⅰ） 
(３５～６０％) 

該当しない 

有用性加算（Ⅱ） 
(５～３０％) 

該当する（Ａ＝５％） 
［ハ．治療方法の改善（標準的治療法）：③-b = 1p］ 

本剤は日本生殖医学会作成の「生殖医療ガイドライン」（２０２１年版）において、
プロゲステロン製剤を用いた黄体補充が不妊治療に有効であり、経腟剤の投与が推奨
されていることを踏まえ、標準的治療に位置づけられると考えられることから、有用
性加算（Ⅱ）（Ａ＝５％）を適用することが適当と判断した。 

市場性加算（Ⅰ） 
(１０～２０％) 該当しない 

市場性加算（Ⅱ） 
(５％) 

該当しない 

小 児 加 算 
(５～２０％) 

該当しない 

先駆け審査指定制度加算 
(１０～２０％) 該当しない 

新薬創出・適応外薬 
解 消 等 促 進 加 算 

該当する（主な理由：加算適用） 

費用対効果評価への 
該 当 性 

該当しない 

当初算定案に対する 
新薬収載希望者の 
不 服 意 見 の 要 点 

 

上 記 不 服 意 見 に 
対 す る 見 解 

 第二回算定組織  令和  年  月  日 
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新医薬品の薬価算定について 
整理番号 ２２－０４－外－４  

薬 効 分 類 ２４７ 卵胞ホルモン及び黄体ホルモン剤（外用薬） 

成 分 名 プロゲステロン 

新薬収載希望者 メルクバイオファーマ（株） 

販 売 名 

（規格単位） 
ワンクリノン腟用ゲル９０ｍｇ（９０ｍｇ１アプリケータ） 

効 能 ・ 効 果 生殖補助医療における黄体補充 

主な用法・用量 
プロゲステロンとして１回９０ｍｇを１日１回、採卵日（又はホルモン補充周期

下での凍結胚移植ではエストロゲン投与により子宮内膜が十分な厚さになった時

点）から最長１０週間（又は妊娠１２週まで）腟内に投与する。 

算

定 

算 定 方 式 類似薬効比較方式（Ⅰ） 

比 較 薬 

成分名：プロゲステロン 

会社名：持田製薬（株） 

販売名（規格単位） 

プロゲホルモン筋注用２５ｍｇ 

（２５ｍｇ１管） 

薬価（１日薬価） 

１４７円 

（２９４円） 

剤 形 間 比 ソルコセリル注２ｍＬとソルコセリル膣坐薬の剤形間比：３．５８４０ 

補 正 加 算 

有用性加算（Ⅱ）（Ａ＝５％） 
 （加算前）  （加算後） 
９０ｍｇ１アプリケータ １，０５３．７０円 → １，１０６．４０円 

 

外 国 平 均 

価 格 調 整 なし 

算 定 薬 価 
９０ｍｇ１アプリケータ １，１０６．４０円※（１日薬価：１，１０６．４０円） 
※現行薬価をもとに算定した薬価。薬価収載時には、令和４年度改定を受けた比較薬の薬価を用

いて算定される。 
外 国 価 格 新薬収載希望者による市場規模予測 

なし 
※独国においては不妊治療の医療保険での扱いが異なること

から、外国平均価格調整の対象外とした。 
（参考） 
９０ｍｇ１アプリケータ  

独国 7.3 ﾕｰﾛ ９３４．４０円 

外国平均価格   ９３４．４０円 

 
最初に承認された国（年月）： 

英国（１９９５年６月） 

 
（注１）為替ﾚｰﾄは令和２年１０月～令和３年９月の平均 

予測年度 予測本剤投与患者数 予測販売金額 

(ピーク時)   

７年度 １．７万人 ８．０億円 
 

 

製 造 販 売 承 認 日 平成２８年７月４日 薬価基準収載予定日 令和４年４月１日 
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薬価算定組織における検討結果のまとめ  
算定方式 類似薬効比較方式（Ⅰ） 第一回算定組織 令和３年１１月２日 

最
類
似
薬
選
定
の
妥
当
性 

 新  薬 最類似薬 

成分名 プロゲステロン 左に同じ 

イ．効能・効果 生殖補助医療における黄体補充 
無月経、月経困難症、機能性子宮出血、
黄体機能不全による不妊症、切迫流早
産、習慣性流早産 

ロ．薬理作用 黄体ホルモン作用 左に同じ 

ハ．組成及び 
  化学構造 

 
 

左に同じ 

ニ．投与形態 
  剤形 
  用法 

外用 
腟剤 
１日１回 

注射 
注射剤 
１日１～２回 

補

正

加

算 

画 期 性 加 算 
(７０～１２０％) 該当しない 

有用性加算（Ⅰ） 
(３５～６０％) 

該当しない 

有用性加算（Ⅱ） 
(５～３０％) 

該当する（Ａ＝５％） 
［ハ．治療方法の改善（標準的治療法）：③-b = 1p］ 

本剤は日本生殖医学会作成の「生殖医療ガイドライン」（２０２１年版）において、
プロゲステロン製剤を用いた黄体補充が不妊治療に有効であり、経腟剤の投与が推奨
されていることを踏まえ、標準的治療に位置づけられると考えられることから、有用
性加算（Ⅱ）（Ａ＝５％）を適用することが適当と判断した。 

市場性加算（Ⅰ） 
(１０～２０％) 該当しない 

市場性加算（Ⅱ） 
(５％) 

該当しない 

小 児 加 算 
(５～２０％) 

該当しない 

先駆け審査指定制度加算 
(１０～２０％) 

該当しない 

新薬創出・適応外薬 
解 消 等 促 進 加 算 該当する（主な理由：加算適用） 

費用対効果評価への 
該 当 性 

該当しない 

当初算定案に対する 
新薬収載希望者の 
不 服 意 見 の 要 点 

 

上 記 不 服 意 見 に 
対 す る 見 解 

 第二回算定組織  令和  年  月  日 
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